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１．研究概要 

基礎・応用段階にある支援対象研究開発課題に対し、他の事業化戦略支援課題と密に連携し、事業化戦略

を踏まえた知財戦略を策定することで実用化に向けた研究開発の道筋を明確にし、非臨床 PoC 取得段階への

移行を支援している。 具体的には下記の活動について連携・実施することにより、海外での調査活動や本プロ

グラムの他の支援課題（「規制・社会実装支援課題」、「事業化戦略支援課題」、「倫理・社会共創課題」）から提

供される情報を積極的に活用し、各国におけるリアルタイムの規制や法令、当局からのガイダンス、参入障壁、

保険償還等の動向に留意して、グローバル同時開発や海外企業への導出も視野に入れた統合支援を提供し

ている。 

（１）事業戦略伴走支援 

（２）各研究開発課題内容の把握・抽出・選定 

（３）伴走支援に必要な個別情報の収集・調査と製品化時の予測 

（４）支援に必要な人材育成とノウハウ蓄積 

（５）本プログラム内外の他の事業化戦略支援課題との連携 

 

２．評価結果 

橋渡し研究事業で活動してきた体制やノウハウを基に再生・細胞・遺伝子治療の事業化戦略・知財取得の支

援の体制を整えている。支援担当の研究開発課題へ適した支援内容を把握するため、アンケート調査に加えて、

研究開発課題ごとに個別に対面や web での面談を実施している。把握した特徴や、研究開発課題側からの求

めに応じて、企業マッチング促進、シーズ紹介、TPP策定支援、知財戦略個別支援などの伴走支援を数件ずつ

だが実施している点は伴走支援として高く評価できる。研究早期段階での困難などを経験したアカデミア等から

多様なアドバイスを支援担当の研究開発課題に提供している。一方、開発後期段階に直面する課題等を熟知

したうえで、研究初期段階からグローバル視点で事業化を見据えて事業化・開発戦略・知財戦略の構築してい

く支援機能について、さらに強化していく必要がある。今後、専門人材の確保や育成を含めて、体制の構築を

進めていくことが期待される。 


